
●ロボットの機体の配線は電気分野、構造（しくみ）は機械分野が関係し

ます。豊総の電応では１・２年生で電気と機械の両方を学べるので、大

会でも有利に働いたと思います。
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機械研究部 
ひょうご高校生ロボット競技大会 202５ 

リモコン式ロボット競技の部  

準優勝！  

祝 

兵庫県高等学校教育研究会工業部会主催の大会。神戸（科学技術高校）で 

１１/２９に実施。本校が出場したリモコン式と自走式の２部門があります。 

 

競技内容  リモコンを操作してロボットを動かします。 

発泡スチロールのブロック９個を少し離れたエリアに運び、高く 

積み上げるのを競います。チーム３名で制限時間は３分。 

●夏休み以降何か月もかけて、機械研究部員と協力しながら準備しまし

た。昨年度のものより安定感があり、スピードもアップさせた機体で

臨みました。今年は参加チームが４つ増え、厳しい戦いとなりました。 

 

「豊岡総合高校創立２３周年記念号」 

伊藤 真皓(３年)、小林 篤生、田門 宇壬(１年) 

 

大会風景 

 

最後の積み上げの 

瞬間です。 

緊張しました・・ 

 

●私は旋盤（鉄の加工）の授業が特に好きで、技能検定にも合格しまし

た。電応は男子ばかりというイメージがあると思いますが、ものづく

りが好きなら男女問わず電応へ！ 

 

 

●私たちのチームは決勝に進みましたが、同点で延長となり、結果は準

優勝、とても悔しかったです。１年生部員には、この経験を糧にぜひ来

年は優勝してほしいと思っています。

 

チームリーダーの伊藤さん(↑写真)にインタビューしました 

 

ソーラーラジコンカーコンテストとは？ 

指定された条件で車両を設計し太陽光（ソーラー）を動力に 

リモコン操作でラジコンカーを走らせます。 

５分間でいかに長い距離を速く走れるかを競います。風や太陽 

の状態など、外部条件に左右される難しいレースです。（７/３１～８/２） 

コ ー ス

★車両設計条件★ 

・全長 1ｍ 幅５０㎝以内 

・支給のソーラーパネルを 

４枚まで使用可 

・指定の回路図に従う 

 

 

●ソーラーパネルの仕様が昨年から変更されて重たくなり、そ

の対応に苦労しました。 

●受賞チームは、パネル数を一つ減らし３枚で勝負。その分太陽

光による動力が減るリスクはあるが、軽さで速度をあげよう

としました。他チーム全て４枚の中、挑戦の姿勢が評価され受

賞できて嬉しかったです。 

●今回優勝を目指していて悔いが残っているので、今後も一般

部門に出場したいと考えています。         宮田 琉星 

    

 

宮田さんは高校生

では難しいモーター

の選定から、モータ

ーギアボックスの設

計に携わりました。 

 

 

 

 

 

 

↑コース図 

 

 

 

第 63回技能五輪全国大会 

電気溶接 競技  金賞  厚生労働大臣賞受賞     

福井 旺暉さん（１７期生） 

福井さんは来年度上海で開催される国際大会に出場します！ 

構造物鉄工 競技 銅賞  二位 太一さん（１９期生） 

 

電機
で ん

応用
お う

トピックス 
 

 

Vol. １ 

 

 

２チーム５名が出場 

機械研究部、電気研究部 
ともに部員募集中！ 
一緒に大会に出場 
しましょう‼ 

 
技能のオリンピック! 

２０２５年度 Vol.    令和７年１２月２３日発行 

 

 

Vol. １ 

 

 

７ 

開発担当者の宮田さんにインタビューしました 

電機応用工学科３年 

課題研究班から 

２チーム、 

機械研究部から 

２チーム、 

計４チームが出場   
  

 

電気研究部 
全国ソーラーラジコンカーコンテスト 

2025 in 白山 ユニーク賞を受賞 

20年ぶりの入賞！ 
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Vol. １ 

 

 

２０２５年度 Vol.    令和７年１２月２３日発行 

 

 

Vol. １ 

 

 

６ 

環境
か ん

建設
け ん

トピックス 
 

 

Vol. １ 

 

 

３年土木類型 

ものづくりコンテスト近畿大会 

測量部門出場 8/21 但馬ドーム 
 

３年土木類型 

コンクリートカヌー競技大会出場  
8/２６ 円山川公苑 

 

 

 

完走できなかった昨年の反省

から、今年は完走することを

目標にカヌー作りにとりくみ

ました。 

 

本番でもカヌーの前後の重さと

体重のバランスがよい二人の漕

ぎ手を配置しました。 

 

 

最初は、作業手順を間違えたり、制限時間

内に終了できなかったので、不安でいっぱ

いでした。しかし、器械の設置や基本操作

を何度も繰り返し練習することで、作業時

間が短縮し、測量の精度が上がり自信がつ

きました。 

  

 

 

 大会当日は、今までで一番いい動きで、自己ベストの作業

時間で測量ができましたが、精度があと少し足りずに優勝で

きませんでした。とても悔しかったけど、仲間と協力して練習

を続け、できないことができるようになった事は、とても良

い経験になりました！ 

 

代表コメント   

山本 真裕 

代表コメント  齋藤 里心  

型枠を外して、仕上げ塗り 

 

 

コンクリートを塗ります 

 

 

木の型枠に針金を張り 

 

 

カヌーの製作を進めるにつれチ

ームワークが良くなり、その結

果、大会本番では予想より速くゴ

ールし入賞に近い成績を挙げる

ことができました！ 

 

 

一番心がけ、注意をはらったこと

は、コンクリート施工（塗り）での

左右のバランスです。横転しな

いようにするため、左右対称

になるよう調整を重ねました。 

 

 

コンクリートを主材料に、配合や構造を

各校で工夫してカヌーを製作し、実際に

川で漕いでタイムを競う大会。近畿の

土木を学ぶ高校生が出場します。 

 

高校生が自らの工

業技術や技能を発

表し競い合う場。 

近畿大会は近年地

元神鍋で行われて

います。 

 こちらは３年建築類型 

の取り組みです。 
 

 制作風景 

 

 

練習風景 

←１２/７付 神戸新聞に掲載 

 


